
〇
三
〇
五
・
三
二
号
」の
下
に「
又
は
第
〇
三
〇
五
・
五
三
号
」を
加
え
、「
関
税
率
表
第
〇
三
〇
五
・
五
九
号
の
二
、

二
、
第
〇
三
〇
五
・
七
二
号
の
二
の

若

三
〇
五
・
七
九
号
の
二
の

若
し
く
は
三

ち

」
を

「
関
税
率
表
第
〇
三
〇
五
・
五
四
号
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち

に
し
ん
（
ク
ル
ペ
ア
・
ハ
レ
ン
グ
ス
及
び
ク
ル
ペ
ア
・
パ
ラ
ス
ィ

イ
）、
い
わ
し
（
サ
ル
デ
ィ
ノ
プ
ス
属
又
は
エ
ン
グ
ラ
ウ
リ
ス
属

の
も
の
）、
さ
ば
（
ス
コ
ム
ベ
ル
・
ス
コ
ム
ブ
ル
ス
、
ス
コ
ム
ベ

ル
・
ア
ウ
ス
ト
ラ
ラ
シ
ク
ス
及
び
ス
コ
ム
ベ
ル
・
ヤ
ポ
ニ
ク
ス
）、

あ
じ
（
ト
ラ
ク
ル
ス
属
又
は
デ
カ
プ
テ
ル
ス
属
の
も
の
）
及
び
さ

ん
ま
（
コ
ロ
ラ
ビ
ス
・
サ
イ
ラ
）

関
税
率
表
第
〇
三
〇
五
・
六
九
号
の
二
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち

に
し
ん
（
ク
ル
ペ
ア
属
の
も
の
）、
た
ら
（
ガ
ド
ゥ
ス
属
、
テ
ラ

グ
ラ
属
又
は
メ
ル
ル
シ
ウ
ス
属
の
も
の
）、
ぶ
り
（
セ
リ
オ
ー
ラ

属
の
も
の
）、
さ
ば
（
ス
コ
ム
ベ
ル
属
の
も
の
）、
い
わ
し
（
エ
ト

ル
メ
ウ
ス
属
又
は
サ
ル
デ
ィ
ノ
プ
ス
属
の
も
の
）、
あ
じ
（
ト
ラ

ク
ル
ス
属
又
は
デ
カ
プ
テ
ル
ス
属
の
も
の
）
及
び
さ
ん
ま
（
コ
ロ

ラ
ビ
ス
属
の
も
の
）

関
税
率
表
第
〇
三
〇
五
・
七
二
号
の
二
の

の
Ｂ
若
し
く
は

の
Ｂ

又
は
第
〇
三
〇
五
・
七
九
号
の
二
の

の
Ｂ
若
し
く
は

の
Ｂ
に
掲

げ
る
物
品
の
う
ち

」 に
、「
第

〇
三
〇
七
・
四
一
号
又
は
第
〇
三
〇
七
・
四
九
号
の
一
若
し
く
は
三
」
を「
第
〇
三
〇
七
・
四
二
号
、第
〇
三
〇
七
・

四
三
号
又
は
第
〇
三
〇
七
・
四
九
号
の
二
」
に
改
め
、「（
セ
ピ
ア
・
オ
フ
ィ
キ
ナ
リ
ス
）」を
削
り
、「
又
は
第
〇
三
〇

七
・
九
九
号
の
一
若
し
く
は
三
」
を
「
、
第
〇
三
〇
七
・
九
二
号
又
は
第
〇
三
〇
七
・
九
九
号
の
二
」
に
改
め
、「
い

か
（
も
ん
ご
う
い
か
を
除
く
。）、」を
削
る
。

第
〇
三
〇
五
・
六
九
号
の

し
く
は
三
の

又
は
第
〇

の

に
掲
げ
る
物
品
の
う

平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

（
通
関
業
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

通
関
業
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
四
十
条
」
を
「

第
四
十
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
死
亡
し
、
又
は
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
三

号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

死
亡
し
た
場
合
で
、
第
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
同
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
さ
れ
な
か

つ
た
と
き
、
又
は
同
項
の
承
認
を
し
な
い
旨
の
処
分
が
あ
つ
た
と
き
。

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
許
可
の
承
継
）

第
十
一
条
の
二

通
関
業
者
に
つ
い
て
相
続
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
相
続
人
（
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に

お
い
て
、そ
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
通
関
業
の
許
可
に
基
づ
く
地
位
を
承
継
す
べ
き
相
続
人
を
選
定
し
た
と
き
は
、

そ
の
者
）
は
、
被
相
続
人
の
当
該
許
可
に
基
づ
く
地
位
を
承
継
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
通
関
業
の
許
可
に
基
づ
く
地
位
を
承
継
し
た
者
（
次
項
に
お
い
て
「
承
継
人
」
と
い
う
。）

は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
被
相
続
人
の
死
亡
後
六
十
日
以
内
に
、
そ
の
承
継
に
つ
い
て
税
関
長
に
承

認
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

税
関
長
は
、
承
継
人
に
つ
い
て
第
五
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
い
場
合
又
は
第
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
前
項
の
承
認
を
し
な
い
も
の
と
す
る
。

４

通
関
業
者
に
つ
い
て
合
併
若
し
く
は
分
割
（
通
関
業
を
承
継
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。）が
あ
つ
た
場
合
又
は
通
関

業
者
が
通
関
業
を
譲
り
渡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
税
関
長
の
承
認
を

受
け
た
と
き
は
、
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
若
し
く
は
分
割
に
よ
り
通
関

業
を
承
継
し
た
法
人
又
は
通
関
業
を
譲
り
受
け
た
者
（
次
項
に
お
い
て
「
合
併
後
の
法
人
等
」
と
い
う
。）は
、
第

十
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
法
人
若
し
く
は
当
該
分

割
を
し
た
法
人
又
は
当
該
通
関
業
を
譲
り
渡
し
た
者
の
当
該
通
関
業
の
許
可
に
基
づ
く
地
位
を
承
継
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

５

税
関
長
は
、
合
併
後
の
法
人
等
に
つ
い
て
第
五
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
い
場
合
又
は
第
六
条
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
前
項
の
承
認
を
し
な
い
も
の
と
す
る
。

６

税
関
長
は
、
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
す
る
に
際
し
て
は
、
当
該
承
認
を
し
よ
う
と
す
る
承

継
に
係
る
通
関
業
の
許
可
に
つ
い
て
第
三
条
第
二
項
（
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
基
づ
き
付
さ
れ
た
条
件
（
こ
の
項
の
規
定
に
基
づ
き
変
更
さ
れ
、
又
は
新
た
に
付
さ
れ
た
条
件
を
含
む
。）を

取
り
消
し
、
変
更
し
、
又
は
新
た
に
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
条
第
三
項

の
規
定
を
準
用
す
る
。

７

税
関
長
は
、
第
二
項
又
は
第
四
項
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
附
さ
れ
た
条
件
」
を
「
付
さ

れ
た
条
件
（
第
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
、
又
は
新
た
に
付
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。）」
に
改
め

る
。第

五
章
中
第
四
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
不
服
申
立
て
）

第
四
十
条
の
二

関
税
法
第
九
十
一
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
税
関
長
の
処
分
に
つ
い
て
審
査
請
求

が
あ
つ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
十
一
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
附
さ
れ
た
条
件
」
を
「
付
さ

れ
た
条
件
（
第
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
、
又
は
新
た
に
付
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
行
な
つ
た
」
を
「
行
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
七
条

通
関
業
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
」
に
、「
第
四
十
条
の
二
」
を
「
第
四
十
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
そ
の
業
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
地
を
管
轄
す
る
税
関
長
」
を
「
財
務
大
臣
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
税
関
長
」
を
「
財
務
大
臣
」
に
、「
附
す
る
」
を
「
付
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
税
関
長
」
を

「
財
務
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
税
関
長
」
を
「
財
務
大
臣
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
行
な
お
う
」
を
「
行
お
う
」
に
改

め
、
同
項
第
四
号
中
「
通
関
業
務
を
行
な
お
う
と
す
る
地
域
及
び
そ
の
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
添
附
し
な
け

れ
ば
」
を
「
添
付
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
税
関
長
」
を
「
財
務
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
行
な
お
う
」
を
「
行
お
う
」
に
改
め
、
同

条
第
三
号
を
削
り
、
同
条
第
四
号
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
す

る
。第

六
条
中
「
税
関
長
」
を
「
財
務
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
条
中
第

八
号
を
第
十
号
と
し
、
第
七
号
を
第
九
号
と
し
、
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

六

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
規
定
（
同
法

第
三
十
二
条
の
三
第
七
項
及
び
第
三
十
二
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
を
除
く
。）に
違
反
し
、
又
は
刑
法
（
明
治

四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
百
四
条
、
第
二
百
六
条
、
第
二
百
八
条
、
第
二
百
八
条
の
二
第
一
項
、
第
二

百
二
十
二
条
若
し
く
は
第
二
百
四
十
七
条
の
罪
若
し
く
は
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
大
正
十
五
年
法

律
第
六
十
号
）
の
罪
を
犯
し
、
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

七

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。）又
は
暴
力
団
員
で
な
く
な
つ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

（
第
十
一
号
に
お
い
て
「
暴
力
団
員
等
」
と
い
う
。）

第
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

暴
力
団
員
等
に
よ
り
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
さ
れ
て
い
る
者

第
八
条
第
一
項
中
「
、
そ
の
通
関
業
の
許
可
に
係
る
税
関
の
管
轄
区
域
内
に
お
い
て
」
を
削
り
、「
行
な
う
」を「
行

う
」
に
、「
そ
の
営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
税
関
長
」
を
「
財
務
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
第
五

条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
並
び
に
第
五
条
第
二
号
及
び
第
三
号
」
に
改
め
る
。
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